小学校６年【国語】『創造』（光村図書）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	課題内容

	第１回
	【単元名】「創造」/つないで、つないで、一つのお話/春の河/小景異情
【ページ】表紙うら（１ページ）～１５ページ
[bookmark: _GoBack]【学習の流れ】
１　表紙うら（１ページ）の詩を音読する。
２　目次や、「国語の学びを見わたそう」を見て、６年生で学習することをたしかめる。
３　「ものの考え方、伝え方」、「つないで、つないで、一つのお話」を読み、情報の整理のしかたや、話をつないで作る学習についてたしかめる。
４　情景を思いうかべながら、１４、１５ページの詩を音読する。
５　自分が想像した情景を、ノートにまとめる。
【学びの確にん】
・自分が想像した情景が伝わるように、音読を工夫しましょう。

	第２回
	【単元名】「帰り道」　【ページ】１７～３３ページ
【学習の流れ】
１　１７ページを読み、どんな物語なのかなどを想像する。
・自分がどんな帰り道を過ごしているか。
・この物語では、帰り道にどんなことが起こるのか。
２　１８～３３ページに出てくる、新しい漢字の読みを確かめる。
３　２９７ページを見て、新しい漢字の筆順を確かめながら、漢字をノートに練習する。
４　１８～２９ページを読み、感想をノートにまとめる。
【学びの確にん】
・第５回の学習が終わったら、まとめて確にんします。

	第３回
	【単元名】「帰り道」　【ページ】１７～３３ページ
【学習の流れ】
１　３０ページの「とらえよう」を読み、物語の構成を確認する。
２　３０ページの「１二つの視点からとらえる」を読み、五つの場面について、「律」と「周也」それぞれのとらえ方や心情を、ノートにかんたんにまとめる。
３　２でまとめたことの中で、共通点と異なる点を探し、それぞれに線を引く。
４　「１」と「２」を合わせることで、読み取れることをノートにまとめる。
５　登場人物の気持ちが伝わるように音読する。
【学びの確認】
・第５回の学習が終わったら、まとめて確認します。

	第４回
	【単元名】「帰り道」　【ページ】１７～３３ページ
【学習の流れ】
１　「律」と「周也」の人物像について考えながら、１８～２９ページを読む。
２　「律」と「周也」が、それぞれ自分のことをどう思っているか、本文中から読み取り、ノートにまとめる。
→３０ページの「２人物像をとらえる手がかり」を参考にして考えよう。
３　「律」と「周也」が、それぞれ相手のことをどう思っているか、本文中から読み取り、ノートにまとめる。
→３０ページの「２人物像をとらえる手がかり」を参考にして考えよう。
４　「律」と「周也」の人物像についてふり返りながら、１８～２９ページを読む。
【学びの確認】
・第５回の学習が終わったら、まとめて確認します。

	第５回
	【単元名】「帰り道」　【ページ】１７～３３ページ
【学習の流れ】
１　「律」と「周也」は、「言葉」や「言葉にすること」に対して、それぞれどのような思いや考えを持っているのか、本文中から読み取り、ノートにまとめる。
２　「律」と「周也」の心情の変化があった場面に特に着目しながら、１８～２９ページを読む。
３　３０ページの「ふかめよう」を読み、二人の心情の変化が表れている２つの文に線を引き、それぞれどのような気持ちだったのか、自分の考えをノートにまとめる。
４　この後、二人の関係はどのように変化すると思うか、自分の考えをノートにまとめる。
【学びのかくにん】
・「ふかめよう」でまとめたことを中心に、自分から見た「律」と「周也」について、考えをノートにまとめましょう。



